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・44～61歳の男性は、過去に公的な接種が行われていないため他の世代に比べ

抗体保有率が低くなっています。

・自分が風しんにかかり、家族や周囲の人たちに広げてしまう恐れがあります。

（過去には職場での集団感染が報告されています）

・妊娠初期の妊婦さんが風しんに感染すると、生まれてくる子どもに

白内障、先天性心疾患、難聴などの障害が起こる可能性があります。

（先天性風しん症候群）

・お住まいの市町村から送付されているクーポン券を使えば、

無料で抗体検査と予防接種が受けられます。

県内でクーポン券が発行されている方のうち

抗体検査を受けた人は30.5％にとどまっています。

★あなたと、これから生まれてくる子どもたちを

風しんから守るため、まずは検査を受けましょう！
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●無料で抗体検査や予防接種を受けられる期間が、令和6（2024）年度まで延長されました。

（クーポン券の有効期限はお住まいの市町村により異なる場合があります。）

※詳しくはお住まいの市町村にお問い合わせください。

44～61歳の男性の皆様
（昭和37（1962）年4月2日～昭和54（1979）年4月1日生まれ）

◆風しんとは？…風しんウイルスによって引き起こされる感染症

１人の風しん患者から５～７人にうつす強い感染力を有します。

（風しんへの免疫がない集団の場合）

成人男性に対する風しん抗体検査・予防接種の無料化について
（群馬県ホームページ https://www.pref.gunma.jp/page/2632.html）

クーポン券が届く 抗体検査を受ける 予防接種を受ける

●抗体検査・予防接種の流れ

抗体がない場合

・感染症対策の緩和に伴い海外からの輸入例を契機とした風しんの集団発生が懸念されています。

ワクチン接種が最も有効な予防方法です。

感染経路：飛沫感染、接触感染

症状 ：発熱、発しん、リンパ節の腫れ

合併症 ：まれに脳炎、血小板減少性紫斑病など

風しんの抗体検査・予防接種は

お済みですか？


